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ヘッドライン　目に触れることがほとんどない 
材料の凄い技術

　現在，私達の生活の中には，物が溢れ，情報も豊富で，いろいろなアイテムがネットワー
クで複雑に結ばれており，それがいつどこででも機能されるユビキタスな社会システムにな
りつつある。そのような社会を底辺から支える材料技術がいくつもあることをご存知だろう
か？　時代の流れに沿って，その材料へ要求される仕様（能力）も高いレベルになると同時
に，それらの仕様を満たす技術的な工夫も日進月歩で進化してきており，材料発明なども含
め，幾多の壁を乗り越えてきた経緯がある。今回は，上記のように人知れず長く継続的に開
発され続けてきた『目に触れることがほとんどない材料の凄い技術』に焦点をあて，その
「縁の下の力持ち」的な機能と役割を，それぞれの専門家の立場から，簡潔にご紹介頂く。
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新教科「理数」，新科目「理数探究基礎」「理数探究」の意義とこれからに期待すること
　―「化学」とのつながり，高大接続を踏まえて― 後藤顕一
「理数探究」新設の経緯とこれからの理数教育への期待 清原洋一
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次号ヘッドライン 新科目『理数探究』の「これまで」と「これから」

　早稲田大学創立 35 周年の記念事業として森村豊明会の寄付により建てられたも
ので，「豊明会記念応用化学実験室」（豊明館）と呼ばれていました。1918 年 10 月
27 日に挙行されたその開館式には大隈重信も自ら参加しましたが，建物自体は関
東大震災で焼失しました。外壁に取り付けられていた大理石の銘板が，早稲田キャ
ンパス 6号館外壁にてひっそりと 100 年前の姿を留めています。
　なお，この建物は応用化学科によって使用されていましたが，当学科は現在，そ
の後設立された化学科（現在の化学・生命化学科）とともに西早稲田キャンパスに
あります。

表紙の言葉　早稲田大学


